


交通安全　　 ２

◆春の全国交通安全運動 ４月６日～１５日◆

命を守るのはあなた自身です

交遁事故ゼロを且指して’

平成８年中の交通事故の死者数は 、９ ，９４２人

でした。昭和６２年以采 、９年ぶりに１万人を

下回りました
。

　しかし 、交通事故の発生件数が減 っている

わけではありません。平成８年中には 、７７万

１， ０８４件の交通事故が起きており 、前年より

９， ２９５件増加しました。また 、負傷者数は９４

万２ ，２０３人で 、前年より１万９ ，５２６人増えて

います
。

　４月６日から１５日までは「春の全国交通安全

運動」です。この機会にもう一度 、交通事故防

止につし、て考えてみましまう
。

■子どもを交通箏故から守ろう

　４月は、新入学 ・新入園の月です。期待に胸をふ

くらませる子どもたち 。外で遊ぶ機会が増え、行動

範囲も広がります。そのため、子ども一特に６歳
以下の幼児の交通事故が増える時期でもあります

。

　子どもを悲惨な交通事故から守るため、親やドラ

イバーをはじめ周囲の大人たちは、子どもの交通事

故の特徴、行動特性などを正しく理解しなければい

けません
。

幼児の交遁箏散の特徴

◎道路への「飛び出し」が半分以上

　　幼児の交通事故の原因の大半は、「飛び出し」

　によるものです。遊びに夢中になったり 、友達

　や親を探したりするとき 、子どもは交通の状況

　に無関心になります
。

◎午後２時から６時までが要注意

　この時間帯は交通量が多いため、特に気をつ
　けなければいけません

。

◎自宅付近が多い

　自宅から１００ｍ以内で半数近く発生していま
　す。白宅近くでの安心感から 、つい注意がおろ

　そかになりがちです 。

臼　　　　　　 ’、 ・艀

蜥　汀

幼児の行動特性

◎一つのことに注意が向くと周りのものが目に入

　らなくなる

　　遊んでいたボールが道路へ転が ったり 、道

　路の反対側から声をかけられたりすると 、車に

　注意を向けずに走りだします。道路で遊びに夢

　中になっていると 、車が来ても気がつきません
。

◎物事を単純にしか理解できない

　　信号が青になると 、車の停止を確認しないで

　走り出してしまいます
。

◎大人のまねをする

　　信号無視をする大人を見ると 、まねをします
。

◎物の陰で遊ぶ傾向がある

　　車の陰で遊びがちで、危険だと思いません
。

子どもを交通箏故から守るために

●子どもと一緒に出かけるときは

　子どもの手首をしっ かり握り 、目を離さないよ

うにしましょう 。また、通学 ・通園ルートを子ど

もと一緒に歩き 、子どもの目線で確かめましょ 」う

。

子どもの視野は大人より狭いこと 、身長の違いか

ら視点も低いことなどが分かります。雨の日や夜

間は明るく目立つ服装をし 、反射材を使用しまし
よう

。

●車を運転する人は

　子どもはいつ道路に飛び出してくるか予測がつ
きません。特に、公園や裏通りなど子どもの遊び

場所近くを通るときには注意しましょ九車に乗
るときにも 、子どもが車の陰から飛び出すことが

ないか、確かめるようにしましょう
。



畠　交遍安全

■高齢者の交通事故

　日本は２１世紀の初めには 、およそ４人に１人が

６５歳以上になるといわれています。世界に例がな

いスピードで高齢化が進んでいます
。

　そのような状況から 、６５歳以上のお年寄りの交

通事故の実態も深刻です
。

　平成８年中の 、６５歳以上の交通事故死者数は
３， １４５人で、昭和５４年のユ ．９５倍となっ ています

。

全死者数の増加が１ ．１７倍ですから著しく高いとい

えます。また 、人 口１０万人当たりの交通事故死者

数を見ると 、７０歳以上の高齢者層がほかの年齢層

と此べて 、際立って高い数値となっています
。

年齢層別人口１０万人当たりの死者数（平成８年）

１５歳以下

１６～１９歳

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０歳以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

なぜ、お年寄りの交通事故が多いのでしょうか。個

人差はあるにせよ 、若いときより確実に体力は落ち

ています。視力 、聴力 、運動機能の衰えなどは否め

ません。瞬時の判断力や反射神経は鈍くなり 、行動

に機敏さがなくなってきます。自分自身でこのよう

なことを 、常に意識しておくことが大切です
。

　また 、高齢運転者は 、市区町村や関連団体などで

行う参加 ・体験 ・実践型の交通安全教育に参加しま

しょう 。運転適性診断も積極的に受けるようにすれ
ば、 自分の運転適応能力が分かります。余裕のある

運転は、交通事故防止にもつながります
。

高齢者交通安全マーク

０５１０１５２０２５　　３０
　（人）

　昭和６３隼に総務庁が

選定。このマークを付

けた自動車 、バイク
、

自転車を見かけたら
、

一般ドライバーは特に
、

思いやりとゆずりあい

を心がけましょう
ｏ

■シートベルトはあなたを守る命綱

平成８年中の交通事故状態別死者数で、最も多か っ

たのが「自動軍乗車中」です。４ ，２８９人で、これは

交通事故で亡くなった人の実に４３ ．１％を占めてい

ます
。

　平成８年中の状態別死者数（構成率％〕

　　　　　　　　　　　　　その他Ｏ ．３

・幸行申’

死者数
９， ９４２

　人
蹄軍１．

．・・ １帖 ∴・’

　　　・ １慮何．・ ’自土・
∴

　　　　・’ ８４’・
以５・

　依然として間題になっ ているのが、シートベルト

の着用率です。平成８隼中の自動車乗車中死亡事故

のうち 、シートベルト非着用率は６９ ．９％を占めて

います。「面倒だから」「すぐ近くまでだから」「窮屈

だから」などの理由でシートベルトをしないのは
、

命を粗末にしていることになります。運転席、助手

席、 後部座席を問わず、車に乗 ったら必ずシートベ

ルトをする習憤をつけましょう
。

　平成８年中のシートベルト着用有無別死者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　（構成率％〕
　　　　　不明
　　　　３ ．５

非着角

　６９ ．９

死者数
４， ２８９

　人

着　用

　２６．６
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’，７８６伽
のとおりでるものは下の資源ごみとして

、
一

一
．
し
一

、
．
１
．
．

資源ごみの区分及ぴ搬出上の注意

分　け　方 注　意 事 項

カ
ン
；
類
１

アルミ缶（マークあり） ・中をゆすいで出してください

・中の異物を取り除いてくださいスチール缶（マークあり）

透明のびん（色別）

ビ
：
ン
１
類
＝

茶色のびん（色別）

・中はゆすいでください

・キャッ プを外してください

　外したキャッ プは、資源ごみではありません

　　　アルミ系のもの　　　　→不燃ごみ

　　　プラスチック系のもの　→可燃ごみ

生きびん（一升瓶、ビール瓶など何度も使えるもの）はできるだけ

返却するようにしてください
その他のびん（色別）

ぺ
１
ツ
．
ト
１
ボ
；
ト
１
ル
．
類

ペットボトル

マークのあるものに限る

・中はゆすいでつぶしてだしてください

・キャッ プを外してください

外したキャッ ブは、資源ごみではありません

　　アルミ系のもの　　　→不燃ごみ
　　プラスチック系のもの　→可燃ごみ

新聞紙
まとめてひもで束ねるか、きちんと紙袋に詰めてだしてください

雑　誌
か
．
み
…
類
１

段ボール たたんで、ひもなどで束ねてだしてください

紙パツク
中はゆすいでください

り開いて、東ねてだしてください

ペ
ヅ
ト
ボ
ト
ル
の

　
　
　
　
・
・
誌
…
別
・

資
源
ご
み
と
し
て

つ
い
た
も
の
だ
け

資
源
ご
み
に
は
、
材
質
識
別
マ
ー

ク
の
つ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
分

別
し
て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
塩
ピ
は

必
ず
除
い
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
と
し
て
だ
し
て
は
い
け

な
い
塩
ビ
ボ
ト
ル
を
見
分
け
る
の
に

は
、
ボ
ト
ル
の
底
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ト
ル
の
底
に
横
一
直
線
の
筋
が
あ

る
も
の
が
塩
ピ
ボ
ト
ル
で
す
。

ち
な
み
に
、
材
質
識
別
マ
ー
ク
の

つ
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
底
の
中
心

に
は
、
へ
そ
の
よ
う
な
膨
ら
み
が
あ

り
ま
す
。

資源ごみとして材質
表示マークが付いた
ものを回収します

。

リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は

消
費
者
・
市
町
村
・
事
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
を
分
担
し
て
ご
み
を

減
ら
し
て
い
く
法
律
で
す
。
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ご

み
収
集

　
　
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

料
理
＜
ず
・
残
飯
・
ち
り
紙

・
タ
バ
コ
の
吸
殼
・
紙
お
む
つ

・
靴
・
か
ぱ
ん
・
ゴ
ム
製
の
手
袋

・
長
靴
・
少
■
の
木
・
草
等

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
朝
８
時
ま
で
に

　
　
　
出
し
て
＜
だ
さ
い

収
集
目

　
小
沼
地
区
　
　
月
・
木

　
倉
見
地
区
　
　
火
・
金

　
下
暮
地
地
区
　
　
火
・
金

家
庭
電
化
製
品
＾
モ
ー
タ
ー
の

あ
る
も
の
は
外
す
〕
・
タ
ン
ス

・
机
・
テ
ー
ブ
ル
＾
３
０
ｍ
Ｘ
２
０
ｍ

に
す
る
〕
布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
＾
６
等
分
に
す
る
〕

町
の
指
定
し
た
日
に
尾
尻
町
有
地

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＾
年
３
回
）

小
型
鉄
製
品
＾
な
べ
・
フ
ラ
イ

パ
ン
・
や
か
ん
等
〕
・
小
型
電

気
製
目
叩
＾
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
・
小

型
ラ
ジ
オ
等
）
・
蛍
光
灯
・
電

球
・
板
ガ
ラ
ス
・
茶
碗
・
子
供

の
お
も
ち
ゃ
〔
小
さ
な
も
の
〕

等各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
朝
８
時
ま
で
に

　
　
　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
水
曜
日

バ
ッ
テ
リ
ー
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
モ
ー
タ
ー
・

プ
ロ
パ
ン
・
タ
イ
ヤ
・
消
火
器

等町
の
指
定
し
た
日
に
尾
尻
町
有
地

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＾
年
３
回
・
有
料
〕

※
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
可

燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
以
外
は
絶
対
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
使
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。
清
掃
当

番
を
決
め
る
な
ど
し
て
清
潔
に
使
用

し
ま
し
よ
う
。

　　　帖帆
二

わ
れ
る
び
ん
を
リ
タ
Ｕ
ポ
ブ
ル
び
ん
一

と
い
い
ま
す
。
ビ
ザ
ル
び
ん
を
始
め

と
す
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
、
詰

め
替
え
の
代
表
格
と
も
呼
べ
る
で
し

よ
、
↑
。

　
調
味
料
や
酒
類
、
ジ
ユ
ｉ
ス
な
ど

の
飲
料
の
容
器
が
小
型
化
し
、
び
ん

で
購
入
す
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま

に
は
、

く
舎
ま
れ
て
い
ま
す
。
物
を
ご
み
だ

な
と
見
な
す
、
そ
の
判
断
は
極
め
て

主
観
的
な
も
の
で
す
。
持
ち
主
が
い

ら
な
い
と
判
断
し
て
物
は
初
め
て

「
ご
み
」
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
物
を
捨
て
る
と
き
に
は
、
ご
み
に

し
て
・
い
い
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
て

か
ら
し
た
い
も
の
で
す
。
最
後
玄
で

使
い
き
っ
て
「
こ
れ
は
ご
み
だ
」
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
物
を
「
本
当

の
ご
み
」
と
し
て
捨
て
た
い
も
の
で

す
。

　～～～

す
。
重
い
・
量
が
多
讐
る
な
ど
の
一

声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
ご
み
に
な
る
一

物
を
減
ら
す
た
め
に
も
大
型
び
ん
の

良
さ
を
見
直
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
一

差
。
　
　
　
一

■
本
当
の
ご
み
を
み
つ
け
よ
う
一

ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
物
の
中
一

　
　
ご
み
と
は
愛
な
い
察
多
一

狂犬病予防注射接種についてのお知らせ

　　　　～　　　～　　　～　　～　～～～

羊の胃さんへ

飼い犬の登録は、犬の生涯に１回です
　　ただし、狂犬病予防注射は 、

　毎年１回受けなけれぱ棒りません 。

平成７年４月の狂犬病予防法の改正により 、毎年行われていた犬の登録が 、犬の生涯

に１回となりました。ただし 、狂犬病予防注射は 、毎年１回受ける必要があります
。

なお 、飼い主の方は以下の点にもご注意くださしｒ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注射手数料

一 ■
■
．

‘
‘ ．

●

目時　４月２１目（月）

　　午前１０時川１２時

　　午後１時～３時

所役場裏庭
～　　　　　帖　　　　帆　　帆帆

　●次の場合、犬の飼い主の方は町に届け出をして

　　ください
。

　　 ・飼い犬が死亡したとき

～　 ・飼い犬の所在地が変わ ったとき

　　 ・飼い主の住所や氏名が変わったとき

　　 ・飼い主が変わったとき
ｆ
～
’●鑑札と注射済票を 、必ず犬につけてください

。

目時

○所

４月；

午前

午後

役堰

～～～帆～帆～帆～帆～帆～帆～～～～～～～帆帆～帆…



水　　道　　６

５月分から水道料金が変わります
　西桂町の簡易水道事業では、水道施設の整備や、会計運営の健全化を図るため、本年５月使用分の水道料金から

、

下記のとおり改正させて頂くことになりました 。

　今回、この料金改定をしなければならない理由は、次のことがらなどによるもので、利用者の皆様のご理解とご協

力をお願い致します 。

▲　　 ’…　　 Ｉ　‘　ｉ・・

　現在呵の給水人口は４ ，９５７人ですが 、給水人口が５ ，Ｏ００

人を越えると簡易水道特別会計から 、近い将来には上水道会

計（自主運営）に移行しなけれぱなりません。水道給水料に

ついては 、平成５年』月１日に料金を改正して以来４年間を

経過し 、メーター使用料及び新設等負担金につし、ては 、昭和

５２年３月に条例を制定して以来 、消費税３％を値上げした

ままで 、今日まで大幅な料金改正をしておリません。上水道

会計の経営の健全化に必要な財源の確保が必要です
。

｝１　　　　‘

　現在の配水池は 、高区 ・低区の配水池を合わ

せて５ａ０トンですが 、関東地震及ぴ南関東直下

型地震の強化地域に指定されている当呵では
、

１２時閤以上給水できる配水池が必要とな ってお

り、 約２ ，２００トン級の配水池整備が必要です
。

．　　　　・　 ・　‘　１柑　 ＝

　高台にある住宅等の増加により 、水圧低

下が生じております。配水池を高台に整備

することや加圧ポンプ等の整惰が必要です
。

Ｉ　　引 ．　 ，　 ’‘　　，　 ’

　老朽化している配水管の布設替や本管の布設さ

れていない地域への配水管布設整備が必要であり
、

年次的計画による改修や施設整備を実施します
。

料金改定の内谷

改定の時朗

　給水料及びメーター使用料については
，

　平成９年５月分からです
。

　新設等負担金は平成９年４月からです
。

口径別遍増料金制

現行方式と同様で口径別による基本料金

と使用水量の逓増料金制です
。

１目料金との比敦

　一般家庭（口径１３ミリ）で２ヶ月で５０ｍヨ

　を使用した場台は 、１日料金１ ，９２０円から

　新料金２，２６０円とぢり 、１目当たり 、約５ ．７円

　の値上げです
。

改　　正　　前
消竈税は３％です ｏ

（ユ〕給水料

利率 基本料金１２箇月につき〕 超過料金｛１立法メートルにつき〕

水■ 料金 ２１立法行 ８１立法紅 １６１立法羊五

以上 以上 以上

用途
畠ｏ立方｛正 １６０立方行

以下 以下

一般用 ２０立法くエ以下 ７００円 ３５円 ４０円 ４５円

業務用 ２０立法羊兀以下 ７００円 ３５円 ４０円 ４５円

（２）メーター便用料 １箇月につき
口径 １３ミリメートル ６０円

□径 ２０ミリメートル ｌｏｏ円

□イ至 ２５ミリメートル １２０円

□径 ヨＯミリメート」レ １８０円

□イ垂 ４０ミリメートル ２４０円

□オ聖 ５０ミ １」メート」レ ４２０円口径 ５０ミリメート」レ ４２０円

（３〕　　新設工事

　メ］ター口径

１３ミリメートル

２０ミリメートル

２５ミリメート」レ

３０ミリメートル

４０ミリメートル

５０ミリメートル

改　　正　　後
消，税は５％です 。

（１）給水料

利率 基本料金（２箇月につき〕 超過料金｛１立法メートルにつき〕

水■ 料金 ２１立法打 １０１立法打 ２０１立法打

以上 以上 以上

用途
１００立方杭 ２００立方行

以下 以下

一般用 ２０立法羊醐下 ８００円 ４０円 ４５円 ５０円

業務用 ２０立法行以下 ８００円 ４０円 ４５円 ５０円

（２）メーター使用料 １箇月につき
口径 １ヨミりメートル 君Ｏ円

口径 ２０ミリメート’レ １３０円

□径 ２５ミリメートル １６０円

□径 ｏｏミリメートル 刎ｏ円
口径 ４０ミりメートル ヨ２０円

□径 ５０ミリメートル ５６０円□径 ５６０円

（３）　新設工事

　メーター口径

１３ミリメートル

２０ミリメート，レ

２５ミリメート，レ

３Ｃミリメートル

４０ミリメート」レ

５０ミリメートル



竈少年

改
．・

活
．

ウドの木の芽マヨネ

４人分

本
£
々
腋
牧
宣

芽
ム

［作り方１

９ウドは６センチの長さに切 って厚

　く皮をむき 、細切りにして酢水に

る。

の芽は細かくたたいてマヨネ

と合わせ、醤油を落とす
。

と＠を　であえ、ハムで巻く
。

さ
瞭
絞
眺
ズ
＠
ｏ

●スポーツ安全保険に加入しましょう●
スポーツ安全保険はスポーツ ・文化 ・ポランティア団体のための保険です

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※５人以上のグループで御加入くださし、。

シ
リ
ー
ズ
附
－

青
少
年
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら

　
　
親
は
子
の
鏡

　
担
任
の
先
生
に
よ
く
こ
ん
な
相
談

を
す
る
母
親
が
い
ま
す
。

「
う
ち
の
子
は
、
マ
ン
ガ
や
テ
レ
ビ
ば

か
り
見
て
い
て
本
格
的
な
本
を
ち
っ

と
も
読
み
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
よ
う
。
」

そ
こ
で
お
母
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま

す
。「

あ
な
た
は
、
家
で
本
を
読
み
ま
す

か
。
」「

い
い
え
、
忙
し
く
て
読
ん
で
い
る

暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
お
父
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。
」

「
晩
酌
を
し
た
後
は
、
寝
こ
ろ
ん
で

テ
レ
ビ
を
み
て
い
ま
す
。
」

　
両
親
に
読
書
の
習
憤
は
な
い
の
で

す
。
両
親
が
持
た
な
い
習
慣
は
、
子

供
に
期
待
し
て
も
無
理
な
の
で
す
。

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
読
書
を

し
て
い
る
姿
を
常
日
頃
見
て
い
れ
ば
、

黙
っ
て
い
て
も
子
供
に
読
書
の
習
慣

は
つ
く
は
ず
で
す
。

　
よ
い
習
慣
を
つ
け
占
つ
と
思
え
ば
、

ま
ず
親
が
率
先
し
て
模
範
を
示
す
べ

き
で
す
。
親
は
子
の
鏡
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
次
の
よ
う
な
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
学
習
成
績
が
急
に
下
が
っ
た
。

－
学
校
を
し
ば
し
ば
休
む
。

・
不
登
校
に
な
っ
た
。

・
万
引
、
自
転
車
盗
な
ど
を
す
る
。

・
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
。

・
悪
い
友
達
と
つ
き
合
っ
て
い
る
。

・
家
族
と
口
を
聞
か
な
く
な
っ
た
。

・
異
性
と
不
純
な
交
際
を
し
て
い
る
。

児
童
や
生
徒
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
悩

み
ご
と
が
あ
る
け
れ
ど
相
談
す
る
人

が
い
な
い
時
は
電
謡
を
く
だ
さ
い
。

・
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

・
学
校
へ
行
き
た
く
な
く
な
っ
た
。

・
■
お
金
や
物
を
ゆ
す
ら
れ
て
い
る
。

・
死
に
た
く
な
っ
た
。

・
そ
の
他
困
っ
た
こ
と
。

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

電
謡
昼
（
月
ｉ
金
〕

　
　
２
５
－
２
９
４
１
　
Ｙ
Ｌ
Ｏ

　
　
夜
（
月
－
日
）

　
亙
０
５
５
４
－
４
３
－
３
９
５
６
自
宅

　
西
桂
町
青
少
年
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
佐
藤
靖
佳

区　　分 掛金 傷害保険（保険金額） 賠仙責任保険 共済見糞金

子供の　スポーツ

人の文化活動
　　ポランティア活動

４００円

死亡 ・後遺障害

，ＯＯＯ万円

　入　院

日につき
，ＯＯＯ円

　通　院

日につき
，５００円

　
（
補
仙
限
度
額
）
、
蹄
；
分
１
二
１
１
∴
笈
１
，
１
　
　
切
ｏ
１
朋
１
・
．
一
．
・
・
．
’
．
’
＝
像
竈
永
・
ゆ
臥
＝
１
ｌ

老人の　スボーツ ６００円 ５００万円 １， ８００円 １， ５００円

成人のスボーツ １， ３００円 ２， ＯＯＯ万円 ４， ０００円 １， ５００円

●注１他に学生連盟 ・実業団連盟に所属する団体や特殊スポーツ団体の加入も扱 っています
。

　　　　　　　　　　　　　　　●注１他に学生連盟 ・実業団連盟に所属する団体や特殊スポーツ団体の加入も扱 っています
。

対婁となるコ故　　　　　　　　　　　保険期閻
　●ケループ活コ中の事故　●往復途中の箏故　　　　平成９年４月１目から翌年３月３１目まで（申込受付ほ３月から〕

　　　　　　　　　加入用紙、資料の請求、お閻い合わせ
　〒４００　甲府市緑が丘２丁目８番２号　　五０５５２（５３）１９０６

　財団法人　スポーツ安全協会山梨支部（山梨県体育協会内）

　　　　　　　　　　　西桂町教膏委貝会（担当　永田）　 亙０５５５（２５）２９４１

閻
０
６
）
田

お
嘉
永



健康 昌

　
平
成
９
年
度
よ
り
今
ま
で
の
成
人

病
検
診
の
名
称
を
生
活
習
憤
病
検
診

に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
「
成
人
病
」
の
名
称
は
、
昭
和
３
１

年
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
、
糖
尿
病

な
ど
働
き
ざ
か
り
に
多
い
疾
患
の
総

称
で
、
誘
発
原
因
と
し
て
、
食
生
活

一
や
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が

一
大
き
く
か
か
わ
る
こ
と
が
判
明
し
て

一
い
ま
す
。

一
　
平
成
９
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
成

一
人
病
に
加
え
、
肝
疾
患
、
冑
か
い
よ

一
う
、
骨
粗
霧
症
、
歯
周
囲
炎
な
ど
生

一
活
習
慣
に
間
題
が
あ
る
も
の
を
「
生

一
活
習
憤
病
」
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
愛
育
会
の
役
員
が
皆
さ
ん
の
と
こ
一

ろ
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
生
活
習
慣
一

病
検
診
（
７
月
と
１
０
月
）
の
申
し
込
一

み
を
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
一

　
な
お
、
愛
育
会
が
な
い
地
域
の
方
一

に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
自
分
で
検
診
一

を
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
　
　
　
　
一

　
結
核
住
民
検
診
　
　
　
　
一

　
肺
が
ん
検
診
は
　
　
　
　
一

　
４
月
１
４
日
－
１
６
日
で
す
。
　
一

腕
検
診
問
診
票
に
記
入
し
て
検
診
を
一

受
け
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一

愛
育
会
か
ら

お
届
げ
ず
る
■
類

・
平
成
９
年
度
検
診
状
況
調
べ
及

び
検
診
申
し
込
み
書

・
年
聞
事
業
予
定
表

・
肺
検
診
間
診
票

・
子
宮
ガ
ン
検
診
問
診
票

・
乳
ガ
ン
検
診
問
診
票

健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

風疹予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 平成２年４月～３年３月生

ツベルクリン反応検査 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 生後３ケ月～４７ケ月

母子相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

機能訓練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～

ツ反 ・ＢＣＣ予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 生後３ケ月～４７ケ月

肺ガン ・住民結核検診 倉見公民館前 午前９時３０分～１２時

肺ガン ・住民結核検診 いきいさ僅康福祉センター 午後１時～３時

肺ガン ・住民結核検診 役場 午前１０時～１２時午後１時～３時

肺ガン ・住民結核検診 小学校 午前１０時～１２時午後１時～３時

健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

三種混合予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時～１時１５分 生後３ケ月～９０ケ月

乳児健診 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～ 平成８年６月 ・９月 ・１２月生

母子相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

機能訓練 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～

１歳６ヶ月健診 いきいき健康福祉センター 午後１時３０分～ 平成７年９月 ・１０月生

健康相談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時



臓する報告劃の要約
厚生省公衆衛生審ヨ会からの意見具申

喫煙と健康間題

一腰煙と健

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ

ン
、
種
々
の
発
が
ん
物
質
・
発

が
ん
促
進
物
質
、
一
酸
化
炭
素
、

種
々
の
線
毛
障
害
性
物
質
、
そ

の
他
多
種
類
の
有
害
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
喫
煙
に
よ

り
循
環
器
系
に
対
す
る
急
性
影

響
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
喫
煙
者

で
は
肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る

種
々
の
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、

慢
性
気
管
支
炎
、
肺
気
腫
な
ど

の
閉
塞
性
肝
疾
患
、
胃
・
十
二

指
腸
潰
瘍
な
ど
の
消
化
器
疾
患
、

そ
の
他
種
々
の
疾
患
の
リ
ス
ク

が
増
大
す
る
。
妊
婦
が
喫
煙
し

た
場
合
に
は
低
体
重
児
、
早
産
、

妊
娠
合
併
症
の
率
が
高
く
な
る
。

ま
た
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
肺
が

ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、
呼
吸
器

疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

低
ニ
コ
チ
ン
・
低
タ
ー
ル
た
ば

こ
の
喫
煙
に
よ
り
健
康
影
響
は

あ
る
程
度
軽
減
さ
れ
る
が
、
肺

が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の

リ
ス
ク
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
る

と
依
然
高
率
で
あ
る
。
わ
が
国

で
は
嗅
ぎ
た
ば
こ
、
噛
み
た
ば

こ
な
ど
の
無
煙
た
ば
こ
は
普
及

し
て
い
な
い
が
、
外
国
で
は
、

噛
み
た
ば
こ
使
用
に
よ
り
口
腔

が
ん
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ

と
、
嗅
ぎ
た
ば
こ
の
口
腔
内
使

用
に
よ
り
口
腔
が
ん
の
前
が
ん

病
変
の
率
が
高
く
な
る
こ
と
が

広
告
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
成
人
の
喫
煙
率

　
平
成
４
年
の
目
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
の
喫
煙
者
実
態
調

査
報
告
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の

２
０
歳
以
上
の
喫
煙
率
は
男
性

６
０
・
４
％
、
女
性
１
３
・
３
％
で
あ

り
、
経
年
的
に
み
て
男
性
で
は

徐
々
に
低
下
し
つ
づ
け
て
い
る

も
の
の
、
現
在
な
お
他
の
先
進

諸
国
に
比
べ
て
高
率
で
あ
る
。

女
性
の
喫
煙
率
は
全
体
で
み
る

と
横
ば
い
傾
向
を
続
け
て
い

る
。
妊
婦
で
は
一
般
的
に
妊
娠

を
契
機
と
し
て
喫
煙
率
は
低
下

す
る
が
、
出
産
後
は
再
び
喫
煙

を
開
始
す
る
も
の
が
多
い
。
保

健
医
療
関
係
者
、
特
に
医
師
の

喫
煙
率
は
一
般
成
人
に
比
べ
て

低
く
、
３
０
－
４
０
％
と
な
っ
て
い

る
。

・・．．・・・…　　．．・・…　　．．．．■■●●・・．・．．．■●●・■．．．．．・・●●．．．■．．…　　■■■■．．．．．．．．・●・・．．・・・・・・・・・・・・…　　．．・・

　　　男女が共に
自分らしい生き方が

　　　できる社会を

奪ゼ
ｏ

　
わ
が
国
の
女
性
が
初
め
て
参
政
権
を

手
に
し
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
十

目
。
こ
れ
を
記
念
し
て
昭
和
二
十
四
年

以
来
、
こ
の
日
か
ら
始
ま
る
一
週
問
が

「
婦
人
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
四
十
九
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
「
婦

人
週
問
」
の
テ
ー
マ
は
「
２
１
世
紀
に
向

け
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
社

会
を
創
ろ
う
」
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
未
来
へ
の
ア
ク
セ
ス
　
パ
ス
ワ
ー

ド
は
『
個
性
』
」
。
女
性
の
地
位
向
上
を

目
指
し
た
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

男
女
の
区
別
な
く

「
個
性
」
を
発
撞

　
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
女
性
の

地
位
向
上
の
た
め
の
法
律
や
制
度
（
＊

１
一
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

男
女
間
の
不
平
等
は
少
し
ず
つ
解
消
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女
の
能

力
や
役
割
に
関
す
る
固
定
的
な
考
え
方

＾
＊
２
）
は
、
い
ま
な
お
根
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　
「
婦
人
週
聞
」
で
は
、
男
女
双
方
が

理
解
し
、
協
力
し
あ
い
、
共
に
自
分
ら

し
い
生
き
方
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
男
女
の
区
別
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
個
性
」
を
生
か
せ
る
社
会
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

０
薯
た
奪
婁
律

○
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
…
募
集
・

　
採
用
か
ら
退
職
・
解
雇
ま
で
の
雇

　
用
に
関
す
る
男
女
の
均
等
な
取
り

　
扱
い
を
定
め
て
い
ま
す
。

◎
育
児
・
介
護
休
業
法
…
育
児
休
業

　
制
度
や
介
護
休
業
制
度
、
育
児
・

　
介
護
を
す
る
男
女
労
働
者
の
支
援

　
措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

○
生
薯
と
し
て
の
羅

　
「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
　
「
子
ど

も
の
こ
と
は
妻
任
せ
」
。
こ
れ
で
は
、

男
性
は
家
族
へ
の
責
任
や
生
活
を
営

む
張
り
台
い
を
放
棄
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
男
女
の
固
定
的
な
役

割
分
担
の
意
識
は
、
男
性
の
生
き
方

を
も
縛
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
す
。
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岳
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．
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排水設債図（分流式）

　
私
た
ち
が
生
活
の
た
め
に
使
っ
た
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

水
や
工
場
か
ら
の
汚
水
は
、
下
水
管
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

を
流
れ
て
終
末
処
理
場
に
集
ま
り
ま
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

す
。
処
理
場
で
は
こ
の
汚
水
を
化
学
舳

的
に
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
舳
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

川
に
放
流
し
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
は
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

そ
の
ま
ま
川
に
放
流
し
ま
す
。
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

☆
マ
ン
ホ
ー
ル
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

エ
ト
．

ま
す
。

　
果
物
の
味
覚
を
長

期
間
楽
し
め
る
ジ
ヤ

ム
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド

は
、
家
庭
で
簡
単
に

手
づ
く
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
こ

で
は
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム

の
作
り
方
を
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
チ
ゴ
は
、
よ
く
熟
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
新
鮮
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
。
新
鮮
な
も
の
ほ
ど
、
ジ

　
道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ
た
下
水
管
舳
ヤ
ム
の
「
と
ろ
み
」
に
欠

の
出
入
口
が
マ
ン
ホ
ー
ル
で
す
。
下
舳
か
せ
な
い
ペ
ク
チ
ン
を
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

水
管
の
清
掃
や
修
理
の
た
め
、
人
が
由
さ
ん
含
ん
で
い
る
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

出
入
り
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
帥
す
。

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵
　
ヘ
タ
を
と
っ
た
イ
チ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳
（
五
〇
０
９
）
を
水
洗
い
し
、

☆
公
共
マ
ス
　
　
　
　
　
　
舳
水
気
を
切
つ
て
か
ら
鍋
に
入

　
排
水
設
備
か
ら
排
除
さ
れ
る
汚
水
榊
れ
て
全
体
に
砂
糖
を
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

を
受
け
る
マ
ス
の
こ
と
で
す
。
＾
道
由
ま
す
。
砂
糖
は
上
白
糠
か
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜆

路
よ
り
ー
ｍ
以
内
に
各
家
庭
に
設
舳
一
フ
ニ
ュ
ー
糖
。
イ
チ
ゴ
の
六

置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
三
八
割
の
重
さ
が
目
安
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
そ
の
ま
ま
一
晩
お
い
て
果
汁

☆
除
外
施
設
　
　
一
が
染
竃
し
た
ら
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
モ
ン
汁
を
犬

　
工
場
排
水
に
は
下
水
管
を
傷
っ
け
舳
さ
じ
一
－
二
杯
、
水
を
カ
ツ
プ
一
杯

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

た
り
　
処
理
場
で
は
取
り
除
け
な
い
曲
加
え
、
中
火
に
か
け
ま
す
。
煮
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
帥
と
ア
ク
が
出
る
の
で
、
丁
寧
に
す
く

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
下
水
管
に
有
害
…
い
な
か
ら
、
全
体
が
一
度
白
っ
ぼ
く

な
物
質
は
、
工
場
か
ら
下
水
管
に
流
帥
な
り
・
再
び
つ
や
や
か
な
赤
色
に
戻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

す
前
に
工
場
で
取
り
除
い
て
し
ま
わ
血
る
ま
で
煮
詰
め
ま
す
。
イ
チ
ゴ
は
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
役
割
帥
ぶ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
ほ
う
が
見
た

を
果
た
す
の
が
除
外
施
設
で
す
。
　
榊
目
に
美
し
い
ジ
ャ
ム
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
火
か
ら
下
ろ
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

し
、
熱
い
う
ち
に
び
ん
に
入
れ
、
冷
め
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

た
ら
ふ
た
を
し
て
密
閉
保
存
し
ま
す
。
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

　
甘
さ
を
抑
え
た
い
と
き
は
砂
糖
を
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

少
し
減
ら
し
ま
す
が
、
多
少
日
持
ち
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

が
悪
く
な
り
ま
す
。
長
期
保
存
し
た
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

い
場
合
は
砂
糖
を
多
め
に
使
う
こ
と
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
　
　
　
　
　
　
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

　
イ
チ
ゴ
を
煮
る
鍋
は
、
酸
に
強
く
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
　
　
加
熱
効
果
の
高
い
ほ
う
ろ
う
血

煎添加の昧わい宕祭しむ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

製
や
ス
テ
ン
レ
ス
製
、
耐
熱
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

ガ
ラ
ス
製
の
も
の
が
適
し
て
舳

い
ま
す
。
鉄
や
ア
ル
ミ
製
の
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

も
の
は
ジ
ャ
ム
の
色
が
悪
く
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

な
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。
…

保
存
す
る
容
器
は
、
口
が
広
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

く
密
閉
性
の
あ
る
ガ
ラ
ス
び
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

ん
が
最
適
で
す
。
　
　
　
　
　
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
ジ
ヤ
ム
づ
く
り
の
コ
ツ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

は
、
手
早
く
煮
る
こ
と
。
弱
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲

火
で
ト
０
ト
ロ
煮
込
ん
で
い
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岨

る
と
せ
っ
か
く
の
果
物
の
香
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

り
や
風
味
が
損
な
わ
れ
る
の
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

　
無
添
加
で
素
朴
な
味
わ
い
の
手
づ
舳

く
り
ジ
ャ
ム
。
い
ろ
い
ろ
な
季
節
の
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

果
物
で
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
岨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

岨
畠
皿
宕
害
壇
‘
甜
｛
｛
畠
畠
官
官
害
害
害
吾
畠
凹
吾
岳
宕
’
租
宕
’
掴
島
害
害
害
吾
岳
宙
盲
害
宕
帝
岳
’
担
畠
畠
畠
菅
由
□
畠
□
舌
宕
宕
血



下水道１
１

形道カじ成移と

衛
生
的
で
快
遭
な
町
に
な
り
ま
す

　
下
水
道
が
完
成

す
る
と
、
く
み
取

り
式
ト
イ
レ
が
、

水
洗
式
ト
イ
レ
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、

く
み
取
り
や
悪
臭

の
心
配
が
な
く
な

一
り
、
既
に
水
洗
ト
イ
レ
の
家
庭
で
は
一
く
な
り
、
側
溝
な
ど
の
ド
プ
が
少

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
浄
化
槽
が
い
ら
な
く
な
リ
ま
す
。
台
一
な
く
な
り
バ
エ
や
蚊
も
減
少
し
ま

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
所
や
風
呂
の
汚
れ
た
水
も
い
っ
し
ょ
一
す
の
で
、
伝
染
病
な
ど
の
発
生
も
防

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
に
下
水
道
で
処
理
場
に
運
ぱ
れ
、
こ
一
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
こ
で
き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ
り
一
　
こ
の
よ
う
に
下
水
道
は
健
康
で

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
ま
す
の
で
衛
生
的
で
快
適
な
呵
に
な
一
清
潔
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
り
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
汚
れ
が
な
一
必
要
な
施
設
で
す
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
く
だ
さ
い

　
下
水
道
が
完
成

し
排
水
可
能
な
状

態
に
な
り
ま
す
と
、

町
で
は
下
水
道
処

理
区
域
の
告
示
を

一
い
た
し
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
一
　
ま
た
、
処
理
区
域
内
に
建
物
を
新

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
処
理
区
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
一
築
、
増
改
築
す
る
場
合
は
、
水
洗
ト

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
で
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
一
イ
レ
に
し
な
い
と
建
築
の
許
司
が
も

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
て
い
た
だ
一
ら
え
ま
せ
ん
。

■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

負
担
金
が
か
か
り
ま
す

　
下
水
道
が
完
成
し
排
水
司
能
な
状

態
に
な
り
ま
す
と
、
各
家
庭
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

　
金
額
や
方
法
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
る
最
中
で
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

各
家
庭
で
負
担
す
る
も
の

使
用
料

　
下
水
道
の
維
持
管
理
費
に
使
う
も

の
で
す
。

　
水
道
水
の
使
用
量
に
応
じ
て
徴
収

す
る
方
法
が
一
般
的
で
す
。

受
益
者
負
担
金

　
呵
単
独
の
下
水
道
管
布
設
工
事
に

一
か
か
る
費
用
の
１
／
３
程
度
を
加
入
一
　
金
と
の
格
差
を
な
る
べ
く
少
な
く

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
者
全
体
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
一
　
す
る
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
２
　
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
※
受
益
者
と
は
、
特
定
の
事
業
（
下
一
　
報
奨
金
制
度
（
一
括
納
付
〕
を
導

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
水
道
事
業
）
に
よ
り
利
益
（
清
潔
で
快
一
　
入
す
る
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
適
な
生
活
や
そ
の
±
地
の
価
値
が
上
一
３
　
排
水
設
備
等
設
置
費
は
、
補
助

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
が
る
等
〕
を
受
け
る
人
の
こ
と
で
す
。
一
　
金
制
度
及
び
融
資
制
度
を
導
入
す

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
排
水
設
備
等
設
置
費
　
　
　
　
　
　
一
　
る
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
及
ひ
公
共
マ
ス
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
ま
で
の
排
水
管
布
設
等
工
事
費
　
　
一
　
下
水
道
は
、
個
人
へ
の
負
担
も
求

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
（
公
共
マ
ス
は
靱
で
設
置
管
理
）
　
一
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。
そ
の
た
め
、

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
今
の
う
ち
か
ら
少
し
づ
つ
積
み
立
て

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
こ
れ
ら
の
負
担
し
て
い
た
だ
く
金
一
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
の
内
二
平
成
１
３
年
４
月
か
ら
柿
園
の
一
部

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
容
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
一
の
地
域
で
、
平
成
２
３
年
に
ぱ
全
地
域

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
－
　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
一
で
供
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
〕

吾
子
の
絵
の
家
よ
り
大
き
チ
ュ

　
ー
リ
ッ
プ
　
　
佐
蔵
半
三

　
思
い
出
し
ま
す
ね
。
い
ま
の
子
も
、

や
つ
ぱ
り
お
絵
か
き
と
い
え
ば
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
ブ
散
っ
て
一
茎

　
　
天
を
指
す

貞
弘
　
衛

　
花
が
散
っ
て
し
ま
う
の

は
寂
し
い
も
の
で
す
が
、

華
麗
な
花
び
ら
が
散
っ
て

も
な
お
、
茎
が
懸
命
に
直

立
し
て
い
る
の
は
、
特
に

悲
し
い
も
の
で
す
ね
。

　
ト
ル
コ
で
生
ま
れ
オ
ラ

ン
ダ
で
育
っ
た
と
い
わ
れ

る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
す
が
、

ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
元
旦
や
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
、
誕
生
日
に
開
花

す
る
球
根
と
い
う
の
も
あ
り
、
チ

ユ
ー
リ
ッ
プ
の
季
節
感
は
薄
ら
い

で
き
て
い
ま
す
。

　
花
や
緑
は
心
の
ゆ
と
り
、
や
す

ら
ぎ
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
と
同
時

に
、
緑
化
は
国
土
、
環
境
、
水
資

源
の
保
全
な
ど
に
も
大
切
な
役
割

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
四
月
二
十
九
日
の
「
み

　
　
　
ど
り
の
日
」
、
四
月
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま

は
日
本
の
春
の
草
花
の
代
表
格
で

す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
色
は
、
赤
、

白
、
黄
色
な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、

ほ
か
に
、
紫
、
ピ
ン
ク
、
黒
み
が

か
っ
た
濃
い
赤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
春
の
花
で
す

が
、
最
近
は
促
成
栽
培
や
萌
芽
期

に
冷
凍
保
存
し
て
、
秋
か
ら
冬
に

開
花
さ
せ
る
「
ア
イ
ス
チ
ュ
ｉ
リ

；
二
十
九
■
目
の
「
み
ど
り

の
週
間
」
を
中
心
に
、
各

地
で
緑
化
推
進
の
行
事
が

い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
ま
す
。

緑
の
こ
と
を
理
解
し
、
白

然
と
触
れ
合
い
、
緑
を
通

じ
た
活
力
と
魅
力
に
富
ん

だ
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

こ
う
し
た
催
し
に
、
積
極

的
に
参
加
し
た
い
も
の
て
す
。
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口

亙富
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〃
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郵
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１
０
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郵
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技
能
検
定

一
ま
な
惰
報
が
得
ら
れ
る
施
設
で
す
。
　
一
骨
髄
液
を
提
供
し
て
下
さ
る
方
が
ま
．

　
あ
な
た
も
技
能
士
に

　
技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発
促
一

一
進
法
に
基
づ
い
て
皆
さ
ん
の
持
つ
技
一

一
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
一

一
そ
の
技
能
の
程
度
を
特
級
、
１
級
、

一
２
級
及
び
単
－
等
級
に
区
分
し
て
公
一

一
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　
こ
の
技
能
検
定
は
、
学
科
試
験
と
一

一
実
技
試
験
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

一
実
施
職
種
、
検
定
日
程
な
ど
詳
し
く
一

一
は
、
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
一

一
受
験
案
内
書
を
請
求
す
る
な
ど
し
て
一

一
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
間
合
　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
一

　
　
冊
０
５
５
２
－
４
３
－
４
９
１
６
一

　
　
Ｆ
Ａ
ｘ
０
５
５
２
－
４
３
－
４
９
１
９
一

．
環
境
研
究

施
　
　
設

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
が
一

　
４
月
３
０
日
に
オ
ー
プ
ン

　
環
境
科
学
研
究
所
は
、
環
境
に
関
一

一
す
る
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
富
一

一
士
山
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
環
一

一
境
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、
さ
ま
ざ
一
療気る不重 始供 だで 観き富方しなで ま

では人良い日 予め希４ま望月骨
す者か髄

骨
間

治骨々性血本
所けも５察ま士でたどの学な

合

す髄が貧液で
在ま団月会す山も自が学習惟

髄
せ 地す体１な 。の ’然で習機報

こ移お血のは ｏ

と植りな病 ’午毎
とまど気毎前週
呼す） 年９水
ば。 で白約時曜
れこ苦血６１日
るれし病千午最らん　人前す新ので毒

も１１カミ医病い生の時

事
岳
撰
１
保
希
）
健
望
萎
毫
者
業
骨
受
務
髄
付

。で日どま自溶観き ’器か
亙環 占目国 もかもた然岩察る図を得

ノマ ７２境上士
．科吉吉

自ら開 ’を樹路ほ書使ら
由は催環楽型でかや つれ

ン
６
学
田
田
２
研
字
市
１
究
剣
１
所
丸
　
　
尾

に ’し境しやは ’ビたる
ごごて教む動 ’自デゲ施

ク
利家い室こ植車然オｉ殻
用族きやと物椅をのムで
い連ま白がな子生閲感す

を提 たれす然でどのか覧覚 士

、宣
．一一．一

昭事 て活意やり
　
力
せ
赤
　
　
１
　
を
ら
十
５
Ｄ
す
ｌ
１
繍
奏
十
ま
で
資
字
Ｙ
々
ポ
亥
奮
醤
呂
矢
西
　
今
皆
月
Ｒ
間
桂
　
後
様
間
　
に
分
　
も
か
で
Ａ
尊
区
ご
ら
す
ヒ
厳
　
　
協
寄
。
１
を

問っ すだ骨
和業青い動欲経国県 日 合て 。ま髄
４０団年まにを験づで 協青 い骨だ液
年が海す取持をくは
の実外 。組 つ生り

、

力年
本

開施協 むてかの開
始し力 青海した発 赤

○山亙吉ま髄不を
聾２１摸文パ穣

５髄３健　クてし
以て隊 年外てめ途 隊海 十 ２デ２所

■１２５１夕

１１４

はいて
来いは 男ボみに上 皆る下
’る 、 女ラた自国

員外 字 様のさ
６２事国 をンい分の ５セ のがる
カ業際 募テとの人 社

８
ン
ｇ
亨
ユ

愛現カ
国で協 集イい技づ を状か
へ’ 力 しアう術く 待でま

一
万
六
千
人
を
超
え
る
隊
員
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
現
在
も
約
二
千
三
百

人
が
各
国
で
活
躍
中
で
す
。

応
募
　
４
月
１
５
日
－
５
月
３
１
日

資
格
　
２
０
歳
以
上
３
９
歳
ま
で
の
日
本

　
　
　
国
籍
を
持
つ
心
身
と
も
に
健

　
　
　
康
な
人
。

期
間
　
２
年
間

説
明
　
５
月
８
日
＾
木
）

　
　
　
　
午
後
６
時
３
０
分
－

　
　
　
富
士
吉
田
市
民
会
館

　
　
　
＾
所
要
時
間
約
２
時
聞
）

問
合
　
山
梨
県
国
際
課

　
　
　
冊
０
５
５
２
．
２
３
ｉ
４
３
７

国
民
年
金

国
民
年
金
は

　
　
忘
れ
ず
納
め
て
い
ま
す
か

　
国
民
年
金
の
第
－
号
被
保
険
者
で

あ
る
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
が
納
め

る
国
民
年
金
保
険
料
は
、
定
額
制
で

毎
年
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
９
隼
４
月
か
ら
の
保
険
料

は
、
月
額
一
万
二
千
八
百
円
で
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
た
ま
る
と
、

ま
と
め
て
納
め
る
の
は
大
変
で
す
。

□
座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

間
合
　
役
場
　
国
民
年
金
担
当

　
　
　
－
２
５
－
２
１
２
１



お知らぜ柵

山
梨
県
立
富
±
女
性
セ
ン
タ
ー

　
小
さ
な
旅
の
中
に
新
た
な
故
郷
を
一

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

目
時
　
平
成
９
年
４
月
２
２
日
（
火
）

　
　
　
午
前
８
時
５
０
分
集
合

方
面
　
秋
山
・
上
野
原
方
面

定
員
３
０
名

費
用
　
千
二
百
円
（
昼
食
代
実
費
〕

申
込
　
電
話
で

間
合
　
山
梨
県
立
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー
一

　
　
　
冨
５
５
４
－
４
５
－
１
６
６
６
一

　
Ｆ
Ａ
ｘ
０
５
５
４
－
４
５
－
１
６
６
３
一

　
意
見
及
び
「
中
間
と
り
ま
と
め
」

一
の
入
手
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

一
問
合
・
〒
１
０
５

　
　
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
－
８
－
１
０
一

　
　
　
２
１
世
紀
の
生
活
と
み
ち
を
考
一

　
　
　
え
る
委
員
会
事
務
局

　
　
Ｆ
Ａ
ｘ
Ｏ
１
２
０
－
６
２
－
６
６
６
１
一

　
　
　
・
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
甲
一

　
　
　
府
事
務
所
　
調
査
第
二
課

　
　
　
ｏ
０
５
５
２
－
５
２
－
８
８
８
６
一

　
　
　
・
山
梨
県
土
木
部
道
路
建
設
課
一

　
　
　
〇
０
５
５
２
－
２
３
－
１
６
８
８
一

受
付
　
開
講
日
の
７
日
前
ま
で

一
問
合Ｆ

Ａ
Ｘジ亨表曹角審皐憂斐葛言表腎霧角害髪巷蒔嘉 岡

士
入　　　＾

’■’」

Ｏ都定

＿スロ７
　１７操

トビ時合日教
ヒ多綱言室
チト１回６

望｛工奮暑

円男公心の７）木１７ア
女園者 コ時　曜日二
答窪斗専旦雀姦

　着館めに後１０６６室
萎差義 回暑暑

を
年
民
ス
１
’
開
度
ス
＝
ポ
琶
斐
ザ
１
．
ま
公
ツ
ヅ
文
騒
番
蟄

北
麓
公

ＯＯ留員廣
５能に講
５力な日
４開りの

ｌ１ 発し７
３４３セだ日

園
予サン時 の 導分 をの スで

一　　一　　　　　　』
８ンい肌
９タ締ま
１１切て
１　↓

問費対場
合用象所

富
士
北
麓
公
園

、
都
留
能
力
開

発
セ
ン
タ
一

蟹
搦
ス
旅

防
効
呆
に
も
な
り
ま
す
。
）

北
麓
公
園
体
育
館

一
般
男
女
　
先
着
４
０
名

５
千
円

＾
財
）
山
梨
県
県
民
ス
ポ
ー

ツ
事
業
団

富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

ｏ
２
４
．
３
６
５
１

・
∴
下
讐
地
・

．
．
合
兇

お
＜
や
み
（
死
亡
）
．
．
．

　
山
梨
県
県
民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
で

一
は
、
平
成
９
年
度
北
麓
公
園
春
期
ス

一
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
声
が

　
　
道
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

　
２
１
世
紀
の
道
路
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
「
２
１
世
紀
の
生
活
と
み
ち

を
考
え
る
委
員
会
」
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
は
、
今

後
の
道
路
政
策
の
め
ざ
す
べ
き
方
向

や
、
渋
滞
の
緩
和
、
く
ら
し
と
道
の

か
か
わ
り
、
交
通
安
全
の
確
保
な
ど

の
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
基
本
的
な

考
え
方
な
ど
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

一
★
商
業
簿
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一
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月
１
５
・
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．
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０
．
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２
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０

　
　
　
　
２
　
　
２
　
　
２
　
　
２
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６
月
２
・
３
日
の
！
２
日
間
　
一
時
問

一
時
間
　
午
後
６
時
－
午
後
８
時
５
０
分
一
内
容

一
定
員
　
１
０
人
＾
受
講
料
３
千
百
円
一

一
★
初
心
者
テ
一
一
ス
教
室

一
目
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
場
所

一
★
中
高
年
齢
者
の
講
座
・
松
の
芽
っ
み
一
対
象

一
日
程
　
５
月
２
１
日
－
２
２
日
の
２
日
間
一
費
用

一
時
間
　
午
前
９
時
；
午
後
４
時

一
定
員
　
１
０
人
一
受
講
料
二
千
百
巴
　
　
★
健
康
体
操
教
室

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
程

一
★
仕
事
の
教
え
方
・
Ｔ
Ｗ
１
Ｊ
－
一
毎
週
木
曜
日

一
日
程
　
５
月
２
６
・
２
７
・
２
８
・
２
９
・
３
０
一
時
問

一
　
　
　
目
の
５
日
間
　
　
　
　
　
　
一
内
容

一
時
間
　
午
後
６
時
；
午
後
８
時
Ｏ
Ｏ
分
一

一
定
員
　
１
０
人
（
受
講
料
千
円
）

這本
泌か

ね
．
・
．
辰
瞭

児
∴
．
康
溢

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ル
ト
ラ

　
ラ
ン
一
一
ン
グ
・
ｌ
ｎ
富
士
五
湖

　
ご
声
授
を
お
煩
い
し
ま
す

日
時
　
４
月
２
６
日
＾
土
）

ス
タ
ー
ト
北
麓
公
園
を
朝
４
時
３
０
分

　
今
隼
で
７
回
目
に
な
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ｉ
ｎ
富

士
五
湖
」
が
４
月
２
６
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
富
士
北
麓
公
園
を
朝

４
時
３
０
分
ス
タ
ー
ト
。
富
士
五
湖
を

す
べ
て
巡
り
、
午
後
７
時
ま
で
に
再

び
富
士
北
麓
公
園
に
帰
っ
て
く
る
総

距
離
１
１
７
キ
ロ
の
超
長
距
離
で
す
。

皆
様
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
■

だ
さ
い
。

問
合
　
　
（
財
）
富
士
吉
田
コ
ン
ベ
ン

　
　
　
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
　
　
冠
２
４
．
４
０
３
０

合
兇
今
．
．
泉
．

平
成
９
隼
ユ
片
届
出

人口世帯
平成９年３月１日現在

男　２ ，４０７人（十５〕

女　２ ，５０６人（十５〕

合言十４ ，９１３人（十１０〕

世帯　１ ，３７８世帯（十８）

色
．
．
・

、
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　　　　　　　社会福祉協講会
　西桂小学校児童会より 、タンカ
ー重油流出事故に対する義援金が
届きました 。

　このお金は、ボランティア活動
資金として三国町社会福祉協議会
へ送りました 。

　同じく 、住民の皆様からいただ
いた義援金は４２ ，４１７円でした

。

ご協力ありがとうございました 。

善意に感謝します 。

● ■ ｝
一

この予定表は 、おもに町民の参加を募る行事
、

町民を対象とする事業について掲載しております

日　曜日　月　曜目 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
、．

↑ ．・・

２「 有 ４ ５
△犬猫収集’ １．

舳１１帥までに徽’．
坤ノ靖１

・．

　　　　． 鋼魏）’

６． ．７＝
．・

８’ 与 ．↑０「 ．”＝’
・’佗

△資源ごみ国収 １１

△おやつ作り
１児童館〕

１３・ １４ １５ ∴１． ６・

仰 １１８ ．↑９．

△行政椙改’ ．△犬猫収集

．・

１役場）・・ ｌｍｌｌ１榊１鰍’・

二△アメ 仰ン．
ウラ・ｒワ．

１・作り・

悦童鐵’

２０ ２１ １２２
∴．

鈎． ’２４ ２５ ２６

△狂犬病予防注射 ’△ヌライ．ム作り

１役場〕 悌童館〕’

．．．

・’

、仰．１ ２８． ・１車 的
’冷犬猫収集

舳１：枇で燃


